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て
い
ま
す
。
初
開
催
で
会
員
か
ら
の

需
要
も
手
探
り
状
態
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
平
日
の
日
中
開
催
に
も
関
わ

ら
ず
県
内
八
支
部
中
、
七
支
部
か
ら

定
員
を
超
え
る
参
加
申
込
み
が
届
き

ま
し
た
。

　

第
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
、
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
小
畑
満
芳
氏
に
よ
る「
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
基
礎
知
識
」
の
講

義
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
で
行
っ
て
い
る
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
研
究
会
の
資
料
を
も
と
に
、

事
例
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
丁
寧

に
説
明
し
た
小
畑
氏
。
元
テ
レ
ビ
局

勤
務
と
い
う
経
歴
か
ら
「
リ
リ
ー
ス

を
受
け
る
側
の
視
点
」
も
紹
介
さ
れ

　

十
月
十
七
日
（
火
）
十
四
時
～

十
六
時
、
同
友
会
事
務
所
会
議
室
を

会
場
に
、
広
報
委
員
会
・
群
馬
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
共
催
の
「
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
勉
強
会
・
第
一
回
」
を
開
催
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
、
同
友
会
の
広
報
委
員
で
も

あ
る
セ
レ
ナ
ー
デ
・
朝
岡
氏
（
高
崎

支
部
）
の
提
案
と
、
独
自
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
検
討
し
て
い
た
広
報
委
員

会
の
意
向
が
一
致
し
、
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

　

勉
強
会
は
一
ヶ
月
お
き
に
全
三
回

（
十
月
・
十
二
月
・
二
月
）
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
自
社
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
「
実
際
に
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
参
加
者
が

作
成
し
て
い
く
シ
ー
ト

は
、
段
階
的
に
自
社
の
魅

力
や
商
品
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
落

と
し
込
め
る
仕
様
に
な
っ

て
お
り
、
簡
潔
に
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
を
ま
と
め
る
こ

と
が
可
能
。
次
回
以
降
は

他
の
参
加
者
と
意
見
交
換

を
重
ね
な
が
ら
内
容
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

き
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
後
に
は
宿
題
も
提
起
さ

れ
、「
聞
い
て
終
わ
り
で

は
な
く
、
実
際
に
成
果
を

出
す
勉
強
会
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
ま
さ

に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
。
自
分
で
は
考
え

も
及
ば
な
か
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
学
べ

た
」「
丁
寧
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で

進
め
ら
れ
る
の
で
、
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
や
り
遂
げ
ら
れ
そ
う
」「
次

回
は
も
ち
ろ
ん
、
最
終
的
な
自
社
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
完
成
が
楽
し
み
に

な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
講
義
中
心
で
し
た
が
、
次

回
は
宿
題
を
も
と
に
し
た
ワ
ー
ク
中

心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。
参

加
企
業
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
の
各
種
媒

体
で
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

プレスリリース勉強会を開催

お金をかけずに宣伝する方法
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高
崎
支
部
９
月
例
会

社
員
の
不
満
解
消
に
よ
る
改
善

沼
田
支
部
９
月
例
会

「
今
」･

「
こ
こ
」
が
そ
の
場

　

九
月
二
十
二
日
（
金
）、
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
高

崎
支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。
金
属

塗
装
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
塗
装
の
㈱
ス

ギ
タ
、代
表
取
締
役
・
中
村
徹
氏
（
太

田
支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
社

員
の
不
満
解
消
に
よ
る
改
善
～
現
場

の
声
を
積
み
重
ね
て
つ
く
る
ド
リ
ー

ム
チ
ー
ム
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身

の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

中
村
氏
は
、
事
業
内
容
を
製
品
写

真
や
工
場
動
画
を
使
っ
て
紹
介
し
た

後
、
社
員
の
不
満
解
消
①
「
手
袋
消

　

九
月
十
九
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ

た
沼
田
支
部
例
会
は
、
沼
田
市
内
の

石
尊
山
観
音
寺
を
会
場
に
、
同
寺
の

五
十
木
晃
健
住
職
が
「
自
己
破
産
か

ら
仏
門
へ
」
と
題
し
て
、
困
難
か
ら

立
ち
上
が
っ
た
自
身
の
経
験
と
心
の

在
り
方
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

太
田
市
で
自
動
車
関
連
の
製
造
業

を
経
営
し
て
い
た
父
の
会
社
を
継
い

費
量
削
減
」
に
つ
い
て
説
明
。
不
満

を
持
つ
社
員
か
ら
の
相
談
を
キ
ッ
カ

ケ
に
、
現
状
把
握
・
課
題
と
原
因
の

ま
と
め
・
目
標
設
定
と
対
策
の
順
に

取
り
組
み
、
そ
の
効
果
と
し
て
「
一

年
間
で
七
七
％
の
削
減
に
成
功
。
ま

た
、新
た
な
節
約
対
象
を
探
し
出
し
、

進
ん
で
節
約
に
取
り
組
む
社
員
も
出

始
め
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

社
員
の
不
満
解
消
②
「
生
産
計
画

改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
は
、

中
村
氏
を
は
じ
め
と
す
る
四
名
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
長

時
間
残
業
の
改
善
や
勤
務
時

間
の
平
準
化
な
ど
に
着
手
し

た
経
過
と
成
果
を
説
明
。
社

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
強
化
、
生
産
計
画
の
見
え

る
化
（
製
品
マ
ス
タ
ー
作
成

と
シ
ス
テ
ム
開
発
）
に
よ
っ

て
「
夢
に
ま
で
見
た
定
時
退

社
も
可
能
に
。
月
平
均
残
業

時
間
三
九
％
削
減
、
さ
ら
に

経
常
利
益
も
上
昇
し
た
」
と

語
り
ま
し
た
。

　
「
売
上
と
限
界
利
益
は
大

き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
会
社

の
中
身
（
経
常
利
益
）
は
全

く
違
う
」
と
直
近
一
〇
年
間

の
業
績
推
移
を
示
し
て
参
加
者
に
説

明
し
た
中
村
氏
。
最
後
に
「
社
員
の

幸
せ
を
追
求
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
会

社
を
経
営
す
る
唯
一
の
目
的
。
大
き

な
目
的
の
た
め
に
小
さ
な
目
標
を
一

段
ず
つ
全
力
で
ク
リ
ア
し
た
い
」と
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
姿
勢
で
経
営
に
あ

た
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
に
は
ど
ん

な
社
員
の
不
満
が
あ
る
か
？
そ
れ
を

ど
う
解
消
す
る
か
？
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
信
頼
関
係
が
土
台

に
な
い
と
何
を
や
っ
て
も
上
手
く
い

か
な
い
」「
小
さ
な
改
善
の
積
み
重

ね
。
一
つ
一
つ
の
目
標
設
定
か
ら
始

め
て
い
く
」「
決
め
た
こ
と
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
実
行
に
移
す
。
社
員

へ
の
結
果
報
告
も
大
切
に
し
た
い
」

な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

だ
も
の
の
、
結
果
的
に
倒
産
さ
せ
て

し
ま
っ
た
と
語
る
五
十
木
氏
。
全
て

を
失
い
仏
門
へ
と
進
む
経
緯
や
長
く

辛
い
修
業
時
代
、
さ
ら
に
大
病
を

患
っ
た
過
去
な
ど
を
赤
裸
々
に
語

り
、
そ
の
都
度
誰
か
に
出
会
い
、
そ

こ
か
ら
学
び
を
得
て
き
た
こ
と
を
時

系
列
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
宿
命
論
で
は
な
く
、〝
今
〟
こ
の

一
瞬
が
未
来
の
自
分
を

創
る
」
と
語
る
そ
の
言

葉
は
、
自
身
の
講
演
内

容
が
裏
付
け
と
な
っ
て

説
得
力
を
増
し
、
参
加

者
の
心
に
届
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
言
葉
は
自
分
に

返
っ
て
く
る
と
言
う
の

は
そ
の
通
り
だ
と
思

う
。
前
向
き
な
発
言
を

し
て
い
き
た
い
」「
禅

の
考
え
方
は
経
営
に
通

じ
る
部
分
も
多
い
」「
お

寺
で
の
例
会
は
雰
囲
気

も
あ
り
と
て
も
良
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。



同 友 ぐ ん ま（3）2017年 11月号 第429号

太
田
支
部
９
月
例
会

意
外
と
難
し
く
な
い
経
営
計
画

桐
生
支
部
９
月
例
会

納
涼
会
で
近
況
報
告

　

太
田
支
部
で
は
九
月
二
十
一
日

（
木
）、
休
泊
行
政
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
会
計
業
務
全
般
を
行
う
㈲
真
下

会
計
事
務
所
、
専
務
取
締
役
・
眞
下

康
久
氏
が
「
意
外
と
難
し
く
な
い
経

営
計
画
」
と
題
し
て
、
自
社
で
の
計

画
作
成
の
事
例
な
ど
を
交
え
て
報
告

し
ま
し
た
。

　
「
経
営
計
画
書
は
社
員
の
た
め
に

作
る
も
の
。
社
長
が
進
む
方
向
を
社

員
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
具
体
的
な

方
法
を
説
明
す
る
書
類
で
あ
る
」
と

　

九
月
二
十
七
日

（
水
）、
和
膳
た
つ
き

ち
を
会
場
に
桐
生
支

部
九
月
例
会
を
開

催
。
前
月
が
通
常
例

会
だ
っ
た
こ
と
か
ら

「
ち
ょ
っ
と
遅
め
の

納
涼
会
」
と
し
て
企

画
さ
れ
、
会
員
同
士

が
楽
し
く
飲
ん
で
語

り
合
う
、
た
い
へ
ん

賑
や
か
な
懇
親
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
花
房

支
部
長
は
「
今
年
度

か
ら
例
会
担
当
制
を

ス
タ
ー
ト
。
自
社
課

題
の
解
決
に
向
け
た

同
友
会
ら
し
い
例
会

自
身
の
捉
え
る
経
営
計
画
書
の
本
質

を
解
説
し
た
眞
下
氏
。
さ
ら
に
「
会

社
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
身
の
丈
に

合
っ
た
計
画
作
成
が
重
要
」
と
訴
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
立
派
な
計
画
を

作
ろ
う
と
し
て
失
敗
し
た
会
社
を
数

多
く
見
て
き
た
眞
下
氏
の
経
験
談
で

も
あ
り
、「
ま
ず
必
要
な
の
は
経
営

者
の
意
識
改
革
か
ら
」と
言
い
ま
す
。

　

計
画
作
成
に
お
い
て
は
、
目
的
と

目
標
・
戦
略
と
戦
術
の
理
解
と
整
合

性
、
定
量
（
数
字
）
と
定
性
（
数
字

が
、
十
人
十
色
、
悲
喜
交
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　

例
会
終
了
後
に
は
、
乗
り
合
わ
せ

で
街
に
繰
り
出
し
二
次
会
へ
。
高
級

な
ウ
イ
ス
キ
ー
と
は
露
知
ら
ず
に
ガ

バ
ガ
バ
飲
ん
だ
結
果
、
予
想
以
上
の

支
払
金
額
に
な
っ
た
と
か
…
。
次
は

ち
ゃ
ん
と
確
認
し
て
か
ら
飲
み
ま

し
ょ
う
。

づ
く
り
が
皆
さ
ん
の
協
力
で
出
来
て

い
る
よ
う
に
思
う
」
と
上
半
期
の
支

部
活
動
を
回
顧
。
納
涼
会
の
中
盤
か

ら
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
参
加

者
全
員
の
近
況
報
告
会
」が
行
わ
れ
、

自
社
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
や
経
営

課
題
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
事
業

構
想
な
ど
、
各
自
が
近
況
を
順
番
に

語
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
人
三
分
の

短
い
持
ち
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

以
外
）
の
判
断
手
法
、
必
要
利

益
を
算
出
す
る
た
め
の
税
引
き

後
利
益
、
減
価
償
却
費
な
ど
、

事
前
に
整
理
し
て
お
く
べ
き
事

項
を
説
明
。
さ
ら
に
計
画
書
の

最
終
的
な
到
達
点
を
「
行
動
計

画
と
財
務
計
画
を
両
輪
で
回

し
、
自
己
資
本
比
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
」
と
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
計
画
書
の
運
用
で

は
、
自
社
で
の
取
り
組
み
を
事

例
に
「
計
画
書
＝
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
。
電
話
の
出
方
や
挨
拶
の
仕

方
ま
で
細
分
化
し
て
記
載
し
て

い
る
」
と
紹
介
。
ま
た
、
最
も

困
難
と
さ
れ
る
社
員
の
数
値
管

理
に
つ
い
て
は
「
全
員
が
独
自

の
目
標
数
値
を
持
ち
、
自
分
で
管
理

し
て
も
ら
う
の
が
安
定
運
用
の
カ

ギ
」
と
し
た
う
え
で
、「
目
標
数
値

の
設
定
は
ハ
ー
ド
ル
競
争
と
同
じ
。

飛
べ
る
高
さ
を
連
続
で
設
定
す
る
こ

と
が
重
要
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
毎
月
の
進
捗
確
認
が
一

番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
経
営
計
画
に

完
成
形
は
な
く
、
や
っ
て
は
修
正
の

繰
り
返
し
が
大
切
。
こ
の
繰
り
返
し

が
社
内
の
良
い
習
慣
に
な
り
、
企
業

文
化
と
な
っ
て
次
世
代
へ
の
大
き
な

贈
り
物
に
な
る
」
と
締
め
括
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
社
員

の
た
め
と
い
う
切
り
口
は
分
か
り
や

す
か
っ
た
」「
同
友
会
の
経
営
指
針

づ
く
り
と
リ
ン
ク
し
た
内
容
で
、
今

後
の
指
針
づ
く
り
へ
の
参
加
者
増
に

繋
が
り
そ
う
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。



同 友 ぐ ん ま 2017年 11月号（4）第429号

伊
勢
崎
支
部
９
月
例
会

働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
に
は
!?

渋
川
吾
妻
支
部
９
月
例
会

私
が
思
う
経
営
理
念
の
意
義

　

九
月
十
九
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
九

月
例
会
」
を
開
催
。
石
原
労
務
管
理

事
務
所
、
代
表
・
石
原
慎
二
氏
（
伊

勢
崎
支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
働

き
方
改
革
を
実
現
す
る
に
は
!?
～
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
と
、
そ
の
注

意
点
に
つ
い
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

　

石
原
氏
は
、
首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ
に
お

け
る
バ
ナ
ー
掲
載
や
基
本
方
針
の
文

　

九
月
二
十
一
日
（
木
）
の
渋
川
吾

妻
支
部
例
会
は
、「
小
さ
な
会
社
と

自
営
業
者
に
贈
る
経
営
理
念
と
経
営

方
針
の
話
」
と
題
し
て
、
同
支
部
の

初
代
支
部
長
を
つ
と
め
た
㈱
群
馬
サ

イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
石
田

会
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

石
田
氏
は
、
二
十
二
年
前
に
成
文

化
し
た
と
い
う
㈲
オ
ー
ト
企
画
パ
ッ

面
な
ど
か
ら
「
政
府
が
〝
働
き
方
改

革
の
実
現
〟
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
明
ら
か
」
と
し
た
う
え
で
、「
働

き
方
改
革
実
行
計
画
書
」「
ニ
ッ
ポ

ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
な
ど
の
関

連
資
料
を
細
か
く
説
明
。
そ
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
「
労
働
人
口
の

減
少
を
労
働
生
産
性
の
向
上
で
補

い
、
日
本
経
済
に
好
循
環
を
生
み
出

そ
う
と
す
る
も
の
」と
語
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
特
に
重
要
と
さ
れ
て
い

る
の
が
「
長
時
間
労
働

の
是
正
」
と
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
実
現
」。

こ
れ
ま
で
の
労
働
時
間

法
政
策
や
総
実
労
働
時

間
の
推
移
、
現
行
の
労

働
時
間
制
度
、
諸
外
国

の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者

と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
賃
金
水
準
な
ど
を

紹
介
し
、
働
き
方
改
革

に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を

具
体
的
に
示
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
報
告
の
ま
と

め
と
し
て
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
が
不
完
全
で

あ
っ
て
も
、
合
理
性
を

持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
」「
賃
金
（
待

遇
）
の
決
定
を
客
観
化
・
透
明
化
し

て
、
し
っ
か
り
と
説
明
で
き
る
よ
う

に
す
る
」「
正
規
・
非
正
規
社
員
を

問
わ
ず
、
キ
ャ
リ
ア
向
上
（
教
育
）

の
制
度
を
つ
く
る
」
な
ど
、
企
業
が

取
り
組
む
べ
き
今
後
の
課
題
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
で
は
働

き
方
改
革
に
ど
う
取
り
組
み
ま
す

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
。「
問
題
は
山
積
。
今
か
ら

本
気
で
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
」「
労
働
生
産
性
の
向

上
、
評
価
基
準
の
明
確
化
に
力
を
入

れ
て
い
く
」「
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

は
あ
る
が
、
労
使
が
納
得
の
う
え
で

着
実
に
前
進
さ
せ
た
い
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ク
ア
ー
ル
（
当
時
社
長
）
と
、
群
馬

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
経

営
を
引
き
受
け
る
際
に
成
文
化
し
た

同
社
と
、
二
社
の
経
営
理
念
を
参
考

資
料
と
し
て
配
布
。
そ
れ
ぞ
れ
の
理

念
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
語
る
と
と

も
に
、
小
さ
い
会
社
で
の
経
営
理
念

の
意
義
に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
披

露
し
ま
し
た
。　

「
経
営
理
念
と
は
、

経
営
の
根
本
的
な
考

え
方
を
明
示
す
る
も

の
。
こ
の
成
文
化
が

す
べ
て
の
始
ま
り
。

経
営
者
の
夢
、希
望
、

哲
学
、
ゆ
ず
れ
な
い

考
え
方
で
あ
る
」
と

石
田
氏
は
語
り
、「
同

友
会
会
員
た
る
も
の

経
営
理
念
は
も
ち
た

い
。
先
輩
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
『
経
営
指
針

の
手
引
き
』
が
あ
れ

ば
成
文
化
で
き
る
。

ま
ず
は
経
営
者
自
身

の
た
め
に
つ
く
る
べ

き
」
と
示
唆
し
ま
し

た
。
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富
岡
支
部
９
月
例
会

社
員
面
談
の
や
り
方
、
富
岡
で
も

何
で
す
か
？
」「
そ
の
目
標
が
達
成

で
き
た
と
、
ど
う
な
っ
た
ら
実
感
で

き
ま
す
か
？
」「
そ
の
目
標
は
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
と
達
成
し
た
い
で
す

か
？
」な
ど
八
つ
の
質
問
に
つ
い
て
、

そ
の
意
味
や
効
果
を
含
め
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
さ
っ
そ
く
実
行

し
た
い
」「
賞
与
支
給
の
際
の
面
談

　
「
誰
も
教
え
て

く
れ
な
か
っ
た
社

員
面
談
の
や
り
方

～
た
っ
た
八
つ
の

質
問
で
社
員
の
本

音
も
や
る
気
も
引

き
出
す
！
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
富
岡

支
部
で
も
九
月

例
会
と
し
てN

's 
Peducation

の

高
屋
敷
奈
央
氏

（
前
橋
支
部
）
を

迎
え
、
講
義
や
ペ

ア
ワ
ー
ク
を
通
し

て
学
び
合
い
ま
し

た
。

　

高
屋
敷
氏
は

「
仕
事
に
お
い
て
、

あ
な
た
の
目
標
は

に
取
り
入
れ
た
い
」
な
ど
の
声
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
他
支
部
で
高
屋
敷
氏
の
講
義

を
聴
き
、
既
に
実
践
し
た
経
営
者
か

ら
は
、「
面
談
ら
し
く
な
っ
た
。
社

員
か
ら
も
今
ま
で
と
は
違
う
前
向
き

な
発
言
を
多
く
聞
く
こ
と
が
出
来

た
」
と
、
そ
の
成
果
も
披
露
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

前
橋
支
部
９
月
例
会

青
全
交
in 

茨
城
・
凱
旋
報
告

　

前
橋
支
部
で
は
九
月
二
十
日

（
水
）、
前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場

に
、
青
年
経
営
者
全
国
交
流
会
in
茨

城
に
て
分
科
会
報
告
を
行
っ
た
ば
か

り
の
㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
代
表
取
締

役
・
町
田
英
之
氏
が
「
情
熱
だ
け
で

人
は
動
か
な
い
！
～
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

無
駄
な
く
推
進
力
に
換
え
る
に
は
～

前
橋
Ｖ
ｅ
ｒ
」
と
題
し
て
凱
旋
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
題
に
入
る
前
に
、
報
告
者
紹
介

を
兼
ね
て
㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー
・
杉
崎

社
長
が
、
青
全
交
当
日
の
様
子
を
写

真
を
中
心
に
紹
介
。
参
加
出
来
な

か
っ
た
会
員
に
向
け
て
全
国
大
会
の

様
子
を
伝
え
ま
し
た
。

　

青
全
交
で
の
報
告
に
向
け
何
度
も

プ
レ
報
告
を
行
い
、
そ
の
都
度
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
た
町
田
氏
の
報
告

は
、
経
営
指
針
書
を
も

と
に
し
た
具
体
的
な
取

り
組
み
が
随
所
に
見
ら

れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
会
社
と
比
較

し
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
内
容
で
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
冷
静
で
情
熱
的

な
経
営
者
と
い
う
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
た
」「
自

社
と
比
較
し
、
た
く
さ

ん
の
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ

せ
た
」「
い
つ
か
は
三

代
目
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
の
話
し
も
聞
き
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

㈱エス・アイ・エス
代表取締役  佐藤　広 氏（富岡支部所属）

システム開発から運用まで、
一貫した対応で課題解決！
システム開発から運用まで、
一貫した対応で課題解決！
システム開発から運用まで、
一貫した対応で課題解決！

▼
会
社
紹
介

　

当
社
は
昭
和
六
十
年
に
個
人
創
業

し
ま
し
た
。
平
成
二
年
に
有
限
会
社

を
設
立
、
平
成
八
年
に
株
式
会
社
へ

改
組
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
等
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
中
心
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
、
関
連
機
器
の

設
置
販
売
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

経
営
理
念
の
第
一
項
に
「
我
々
は
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
創
造
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
集
団
と
し
て
技
術
と
ア
イ

デ
ア
と
真
心
を
も
っ
て
顧
客
の
満
足

す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
会
社
を
目
指
す
」
と
謳
っ
て
お

り
、
お
客
様
の
要
求
事
項
実
現
と
課

題
の
徹
底
解
決
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

▼
自
己
紹
介

　

私
は
情
報
処
理
の
学
校
を
卒
業

後
、
高
崎
市
内
の
会
社
へ
就
職
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
客
先
へ
出
掛
け
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
窓
も
な
い
仕
切
ら
れ

た
部
屋
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
大
き
な

音
だ
け
が
響
く
環
境
に
耐
え
き
れ
ず

Q 

&

      

A

す
。

　

ま
た
当
社
で
開
発
し
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ソ
フ
ト
を
お
客
様
仕
様
へ
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
す
る
こ
と
で
、
ロ
ー
コ
ス
ト

化
を
実
現
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　

カ
タ
チ
の
な
い
も
の
を
つ
く
る
の

は
大
変
で
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
導

入
後
の
お
客
様
の
笑
顔
は
、
私
た
ち

の
や
り
が
い
・
働
き
が
い
、
そ
の
も

の
で
す
。

▼
今
後
の
展
望
は
？

　

私
は
六
十
五
歳
を
目
途
に
社
長
を

退
き
、
生
え
抜
き
の
社
員
に
社
長
を

引
き
継
が
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
経
営
者
感
覚
を
持
た

せ
よ
う
と
意
識
し
て
接
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

刻
一
刻
と
変
化
し
続
け
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
。
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
課
題

は
、
ま
だ
ま
だ
山
の
よ
う

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
〝
お
客

様
の
課
題
解
決
〟
を
お
手

伝
い
す
る
身
近
な
存
在
と

し
て
常
に
技
術
の
向
上
と

人
格
の
向
上
を
目
指
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
イ
チ
オ
シ
の
〝
強
み
〟
は
？

　

小
さ
な
ソ
フ
ト
会
社
は
、
大
手
の

下
請
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
が
比
較
的
多
い
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
の
ほ
う
が
一
定
の
仕
事
量

が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
経
営
が
安
定

す
る
か
ら
で
す
。

　

一
方
、
当
社
は
「
最
初
か
ら
最
後

ま
で
」
が
強
み
で
す
。
つ
ま
り
、
お

客
様
の
要
望
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
提
案
・
設
計
・

開
発
・
試
験
・
導
入
支
援
・
保
守
ま

で
。
そ
の
た
め
に
は
一
通
り
の
能
力

を
兼
ね
備
え
て
い
な
い
と
出
来
ま
せ

ん
。
当
社
に
は
Ｓ
Ｉ
ベ
ン
ダ
ー
と
し

て
三
十
余
年
の
豊
富
な
業
務
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
家

資
格
保
有
の
技
術
者
が
多
い
の
で
、

ご
要
望
に
添
っ
た
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
一
歩
先
の
提
案
も
可
能
で

退
職
。
そ
の
後
は
父
と
農
業
に
従
事

し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
規
模
な
農
業
で
の
収

入
は
あ
ま
り
に
も
少
な
く
愕
然
と
し

ま
し
た
。「
一
生
懸
命
働
い
た
と
こ

ろ
で
、
こ
れ
じ
ゃ
こ
の
先
や
っ
て
い

け
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
、「
働
く
っ

て
何
？
何
の
た
め
に
働
く
の
だ
ろ

う
？
」
と
、
真
剣
に
悩
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
あ
る
と
き
「
そ
う
か
、
他

人
楽
だ
！
」
と
直
感
し
ま
し
た
。

二
十
三
歳
の
と
き
で
し
た
。そ
の
後
、

二
十
五
歳
で
創
業
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
来
、
こ
の
「
他
人
楽
」
と
い
う

考
え
方
が
私
の
根
底
を
支
え
て
い
ま

す
。

　

同
友
会
に
は
大
五
建
設
の
小
井
土

さ
ん
の
紹
介
で
平
成
三
年
に
入
会
し

ま
し
た
。
入
る
と
す
ぐ
に
「
経
営
理

念
を
つ
く
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
小

井
土
さ
ん
に
促
さ
れ
、
す
ぐ
に
成
文

化
し
た
の
が
現
在
の
理
念
で
す
。

所 在 地 ／ 富 岡 市 星 田 6 3 2 − 1
連 絡 先 ／ T E L 0 2 7 4 − 6 3 − 0 4 6 6
Ｕ Ｒ Ｌ ／http://www.sis-jpn.co.jp/
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同友会のホームページで
会員検索できます。 表取締役・高野こずえ氏／太田支部所属）は、カー

ペットクリーニングの「廃液処理装置」を開発、17
年２月に実用化した。同社はもともと、化学物質を
多量に含む床ワックスの剥離廃液処理技術を持って
おり、同廃液の無害化に成功。処理後に残った固形
分もペレットにして再利用するなど独自の処理シス
テムを確立している。今回のカーペット洗浄の廃液
処理装置は、剥離廃液処理技術をベースに開発した
もの。群馬分析センターでの処理前・処理後の水質
検査でも、浄化槽への排水基準値をクリアしてい
る。
　高野社長は「洗浄廃液は自然には返らない。適切
な処理をしないと環境に負荷がかかることを、もっ
と知ってもらい、お客さんとともに処理方法を考え
ていきたい」と話している。　  ［10／５付ぐん経］

【代表取締役会長就任】
　ハトリバンテック㈱、代表取締役・羽鳥基宏氏
（伊勢崎支部所属）は、この度、「代表取締役会
長」に就任しました。

【会員登録変更】
　伊勢崎液化㈱（伊勢崎支部所属）では、この度、
「代表取締役・小倉詳二氏」に会員登録を変更しま
した。

【取締役会長就任】
　関東防災工業㈱、宮崎精一氏（前橋支部所属）
は、この度、代表取締役会長を退任し、「取締役会
長」に就任しました。

【常務取締役就任】
　㈱丸山機械製作所、取締役製造本部長・谷口秀和
氏（高崎支部所属）は、この度、「常務取締役」に
就任しました。

【太田市に10万円寄付】　　　　　　　㈱アミイダ
　自動車部品などの研削加工を手掛ける㈱アミイ
ダ（代表取締役・阿久戸洋希氏、専務取締役・
阿久戸英男氏／太田支部所属）は26日、群馬銀
行の「ぐんぎん地方創生私募債」を活用し、市に
10万円を寄付した。市役所の贈呈式で阿久戸社長
は「有効に使っていただきたい」と述べ、清水聖
義市長に目録を手渡した。寄付金は市美術館・図
書館の雑誌購入費に充てられる予定。清水市長は
「皆が喜ぶよう役立たせたい」と感謝した。同私
募債は、企業が発行した私募債額の0.2％分を、
同行が自治体や学校に寄付する仕組み。同社は
５千万円を発行した。　　　　　  ［９／27付上毛］

【来春、新結婚式場開設】　　　　　 ㈱メモリード
　冠婚葬祭互助会大手の㈱メモリード（業務役・
大山充氏／前橋支部所属）は18年４月、新結婚式
場の「ヒカリフルコート」（高崎市上大類町）を
開設する。同社のグランドパティオ高崎敷地内の
一角を「町」に見立ててハウスウエディング会場
としてオープンするもので初年度120組の挙式を目
指す。１日２組限定。
　また９日、グランドパティオ高崎敷地内にあっ
た貸衣装店が主要地方道高崎・駒形線沿いに新ブ
ランドのドレスショップ「ラリュール」として新
装オープンした。国内ウエディングドレス業界を
リードする山城葉子氏がプロデュース。山城氏が
デザインした新作20着を含め全100点を用意して
いる。オープン記念として11月23日、グランドパ
ティオ高崎本館で新作ドレスフロアショーを開催
する。　　　　　　　　　　　  ［９／28付ぐん経］

【カーペット洗浄の廃液処理】　　　　 ㈱グンビル
　清掃管理、産業廃棄物処分業の㈱グンビル（代

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に
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〒375-0056　群馬県藤岡市三ツ木336-6
TEL：0274-24-3228　FAX：0274-24-4841
URL：http://www.alumite.jp/　E-mail：joumou@vesta.ocn.ne.jp
営業担当：井坂、永井　表面処理のご要望は何でもご相談ください。

ダイカスト・鋳物の含浸処理をはじめました
　鉄・ステンレス・アルミ・プラスチックetc…あらゆる素材に対応

アルマイト、各種メッキ、各種塗装、黒染、アッセンブリー

ISO9001認証取得　　エコ・アクション21認証取得

上毛電化 株式会社 生産管理、工程管理、ガントチャート工程管理、在庫管理、原価管理、
調達管理、図面配布管理、計測器貸出管理、販売管理、工事書類一括作
成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築

事
業
協
議
会
委
員
」
の
依
頼
が
あ
っ

た
旨
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し

ま
し
た
。

４
．
新
年
度
役
員
選
考
方
法
の
確
認

　

新
年
度
役
員
選
考
に
向
け
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も

に
、
各
支
部
等
へ
理
事
候
補
者
の
推

薦
が
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

５
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
二

名
、
退
会
者
四
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
四
七
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
七
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
：
十
一
月
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

　

尚
、
理
事
会
終
了
後
、
第
二
回
仲

間
づ
く
り
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
各

支
部
の
状
況
を
確
認
し
合
う
と
と
も

に
、
理
事
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
同
友

会
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

○
九
月
に
茨
城
で
開
催
さ
れ
た
青
年

経
営
者
全
国
交
流
会
の
報
告
が
参
加

者
よ
り
、
そ
し
て
分
科
会
報
告
者
と

座
長
を
つ
と
め
た
町
田
氏
・
阿
久
戸

氏
よ
り
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

○
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
で
後
期

授
業
の
一
つ
と
し
て
始
ま
っ
た
「
企

業
人
オ
ム
ニ
バ
ス
講
座
」
の
様
子
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案
事
項
に
つ
い

て
　

町
田
氏
よ
り
二
つ
の
意
見
提
案
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

次
回
理
事
会
で
時
間
を
と
っ
て
意
見

交
換
を
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
経
営
研
究
集
会
に
つ
い
て

　

十
二
月
二
日
（
土
）
に
高
崎
で
開

催
さ
れ
る
今
年
度
の
経
営
研
究
集
会

に
つ
い
て
、
動
員
目
標
や
グ
ル
ー
プ

長
選
任
数
な
ど
、
進
捗
状
況
等
が
中

澤
実
行
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
こ

れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

３
．
県
労
働
政
策
課
か
ら
の
依
頼
事

項
に
つ
い
て

　

県
労
働
政
策
課
よ
り
、「
女
性
活

躍
・
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
」、
な

ら
び
に
「
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携

【
議　

事
】

　

提
箸
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
澤
浦
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
六
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
等
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

○
先
ご
ろ
開
催
さ
れ
た
児
童
養
護
施

設
見
学
会
、
及
び
県
内
全
施
設
職
員

と
の
情
報
交
換
会
の
模
様
が
参
加
者

よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
時　

十
月
三
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
～

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、提
箸
、相
沢
、常
任
理
事
／
吉
池
、

町
田
、
生
沼
、
平
岩
、
中
澤
、
小
林
、

宮
石
、榎
原
、阿
久
戸
、宮
田
、植
杉
、

理
事
／
杉
崎
、
本
多
、
丹
羽
、
島
山
、

布
施
、
星
野
、
笠
原
、
櫻
井
、
事
務

局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員

計
二
十
四
名
）

新会員
ご紹介

10月度常任理事会承認
会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

〒371-0046  前橋市川原町1-27-3

当院は、整骨院とパーソナルトレーニングラボと
いう２つの顔を持っています。整骨院では体の痛
みを解消し、さらにパーソナルトレーニングで個
人の持つ力を最大限に上げることで、心身共に健
康になり、生活を豊かにすることができると考え
ています。

ＴＥＬ：027-257-0489

FAX ：027－257－0489
整骨院・パーソナルトレーニング

【紹介者／事務局】
ウォーキング、自転車

前
橋
支
部

かわはら整骨院パーソナルトレーニングラボ

代　表
入　澤　達　也

S39年生

〒370-0081　高崎市浜川町1741-1

当社は調剤薬局の経営をしております。現在群馬
県内は４店舗ですが、今後はさらに店舗数を拡大
していきたいと思っております。同友会を通じて
様々なことを学び、交流を深めて成長していきた
いと思います。今後とも末永くよろしくお願いい
たします。

ＴＥＬ：027-343-4193

FAX ：027－343－1336
調剤薬局、医療コンサル

【紹介者／都丸　剛】
ゴルフ、野球

高
崎
支
部

㈲エスケーメディカル

取締役
桑　子　　　光

H１年生


